
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

第１３号 

令和７年 11月 4日 

府中市立 

府中第八中学校 

〈
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数
〉

 

 
 
 
 
 
 
 

全
校
生
徒
数
７
１
３
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〈
学
校
住
所
・
電
話
番
号
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府
中
市
四
谷
一
丁
目
二
八
二
七 

 
 
 
 
 
 

電
話 

〇
四
二(

三
六
四)

一
八
八
一 

★
来
校
者
の
方
々
か

ら
、「
八
中
の
生
徒
の
皆

さ
ん
の
あ
い
さ
つ
と
お

も
て
な
し
が
素
晴
ら
し

い
で
す
ね
」
と
い
う
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。 

    

１ 

〒182-0035 

八
中
だ
よ
り 

令和７年度体罰防止スローガン『未来を創る 子供の健康 傷つけさせない みんなの目』 

『勉学の秋に楽しむ語学のすすめ～スペイン語～』（11 月全校朝会講話） 

                校長 髙汐 康浩 
「世界の国々の中で日本語を公用語として 

法に規定している国は何か国ありますか？」 
これは２年前に当時の１年生向けの校長特別授業での質問だ。現 

３年生は思い出してくれたと思う。答えは『１か国』である。さて、その国はど
こか？日本ではない。日本は法でわざわざ規定しなくてもよい。というのも、例
えば、公の会議などでは規定せずとも皆日本語を使うからだ。国によっては複数
の言語が使われる場合に、公の会議で使う言語を規定しなければならないのだ。
それでは、どこの国が日本語を公用語として法に規定しているのか！？調べてみ
よう。ヒントは太平洋の小さな島である。今日のテーマは『スペイン語』なのに、
なぜ、この話？と思うかもしれないが、このことは「楽しむ語学」に関係あるか
らだ。 
さて、今日、生徒の皆さんにおすすめしたいのは、「楽しむ語学」 

である。そして、スペイン語の学びのすすめである。２００２年の 
４月にスペイン語が公用語であるアルゼンチンで生活を始めた。アルゼンチンで
の仕事が決まった時期がその３カ月前だったので、引っ越しの準備が忙しくスペ
イン語を事前に勉強をする時間などはなかった。スペイン語を全く使えない状況
でアルゼンチンに行ったのだ。でも、事前に勉強しなくてよかったと思った。早
速、スペイン語のシャワーを浴びるのだが、いくつか気付いたことがあった。一
つは、意味は分からなくてもその発音を確かに聞き取れるのだ。英語や中国語な
どではなかなかそうはいかない。「¿De dónde es?」は『あなたはどこの出身です
か？』という意味だ。特によく聞かれたフレーズの一つだ。読み方は『で どん
で えす』であり、日本語のように言えば間違いなく通じる。そして、その答え
は「Soy de Japón.」、読み方は『そい で はぽん』これもこのままひらがなを
よめば通じる。なんか馴染（なじ）みのある発音である。英語と比較してみよう。 
¿De dónde es? は Where are you from? であり、De が from、dónde が Where、

es が are に対応する。英語の you に当たる部分は省略されている。 
Soy de Japón.は I am from Japan.であり、Soy は am、de は from、Japón は

スペルを見ればわかると思うが Japan である。こちらも主語の Iに当たる部分は
省略されている。そして、発音は日本語とよく似ていて子音と母音が組み合わさ
っているのだ。日本の小学校では「あいうえお…」を習うが、スペイン語圏の小
学校では「a e i o u」の順番で発音を習う。だから、日本人は意味は分からな
くてもその発音を聞き取れるのだ。あとは、日本語と同様に主語などが相手に伝
われば省略されるのだ。さらに、単語の語順が変わっても OK である。英語の I 
want it.をそのままスペイン語にすると Yo quiero esto.（よ きえろ えす
と）になる。でも Esto yo quiero.（えすと よ きえろ）でも Esto quiero.(え
すと きえろ)でもよい。大体の場面で Esto quiero.を使う。日本語で言えば「そ
れ、ほしい」だ。励ますときに、「あなただったらできるよ！」ということはよ
くある。スペイン語では Puede hacer esto!（ぷえで あせーる えすと）とい
えばよい。なんとなくわかると思うが、Puede は Can、hacer は do である。You
は省略されている。興味深いのは Puede という単語はフィリピンでもよく聞い
た。なぜ、フィリピンの人が使うのかを考えてみるのもおもしろい。 
次に気付いたことは、スペイン語圏の人の話す英語は聞き取りや 

すいということだ。英語がネイティブ言語ではない日本人の話す 
英語が聞き取りやすいのに似ている。その英語の発音が子音と母音を組み合わせ
たような発音になるからだと思う。スペイン語圏の航空会社の英語のアナウンス
を聞いたときには、英語が聞き取れてうれしかった思い出がある（笑）。 
ところで、スペイン語は世界の人々で使われている言語のうち、３番目や４番

目に多いといわれている。しかし、経験上、スペイン語はアメリカの南部や西部
では通じることが分かったし、イタリア語圏、ポルトガル語圏でもほぼ通じる。
だから、1位の英語や２位の中国語よりもはるかに便利な言語だと思う。 
アルゼンチンでの生活をしながらスペイン語の学習を楽しんでいることに気

付いた。当時、語学の本を買ってはみたが、会話の場面ではその内容をあまり活
用していない。使うのは、スーパーマーケットでのやりとり、友達との会話など
日常使う言葉と慣用句だ。文法などは基本ではあるが、まずは実践である。私の
場合は半年位で生活に必要なスペイン語はわかるようになった。今でもときどき
アルゼンチン人と雑談するが、あまり不自由なく会話をする。そして、冒頭の話
にもどるが、今は、日本語を公用語に法で規定している国に興味をもっている。
その国でどんな日本語が使われているのか、いろいろと調べている。とても楽し
い。最後に、「サルサソース(salsa sauce)」という言葉を最近聞くが、これはス
ペイン語と英語の組み合わせである。インターネットなどで意味を調べてみよ
う。きっと『？？？』と思うはずである。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 令和７年度体罰防止スローガン『未来を創る 子供の健康 傷つけさせない みんなの目』 

学校事故対応コーナー №９  

〔敬称略〕

称    〕 

 

★
☆
府
中
市
立
中
学
校
連
合
音
楽
会
★
☆ 

吹
奏
楽
部
の
皆
さ
ん
は
『
ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
・
ア
ニ
メ
・
メ
ド
レ
ー
』
を
『
ナ
イ
ス
デ
イ
』

を
、
連
合
合
唱
の
皆
さ
ん
は
『
空
』
と
『
混
声
合
唱
組
曲
「
筑
後
川
」Ⅴ

 

河
口
』
を
発
表

し
ま
し
た
。
ど
の
演
奏
も
と
て
も
素
敵
で
し
た
。 

★
☆
水
泳
★
☆ 

府
中
市
市
民
大
会 

中
学
生
女
子
の
部 

 

５
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ 

３
位 

柊
木
野 

彩
乃 

★
☆
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
★
☆ 

府
中
市
中
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
秋
季
大
会 

男
子
の
部 

敢
闘
賞 

 
 

優
秀
選
手
賞 

髙
橋 

諒 

★
☆
陸
上
競
技
部
★
☆ 

第
６
６
回 

府
中
市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
秋
季
大
会
（
中
学
校
対
抗
）
女
子
総
合
優
勝 

中
学
男
子 

１
０
０
ｍ 

１
２
秒
０
４ 

第
３
位 

島
崎 

要 

中
学
男
子 

４
０
０
ｍ 

５
６
秒
２
９ 

優 

勝 

清
水 

航
平 

中
学
男
子 

走
幅
跳 

 
６
ｍ
２
３ 

 

第
２
位 

伊
藤 

壮
歩 

中
学
男
子 

砲
丸
投 

 
７
ｍ
６
０ 

 

第
３
位 

内
田 

謙
斗 

中
学
共
通
男
子 

４×

１
０
０
ｍ
Ｒ 

４
８
秒
１
９ 

第
２
位 

清
水 
航
平 

毛
利 

舜 

伊
藤 

壮
歩 

島
崎 

要 

中
学
２
年
男
子 

４×

１
０
０
ｍ
Ｒ 

５
０
秒
７
６ 

第
３
位 

小
澤 
啓
人 

中
込 

琥
太
郎 

池
田 

瑞
希 

内
田 

謙
斗 

中
学
女
子 

１
０
０
ｍ 

１
３
秒
２
３ 
優 

勝 

高
橋 

奈
々 

中
学
女
子 

２
０
０
ｍ 

２
７
秒
９
０ 
第
２
位 

松
川 

玖
歩 

中
学
女
子 

４
０
０
ｍ 

７
０
秒
４
０ 
優 
勝 

北
山 

珠
由 

中
学
女
子 

４
０
０
ｍ 

７
４
秒
４
０ 

第
２
位 

湯
川 

仁
愛 

中
学
女
子 

１
５
０
０
ｍ 

６
分
１
０
秒
３
８ 
第
２
位 

田 
 

来
未 

中
学
女
子 

砲
丸
投 

 

６
ｍ
６
７ 

 

第
３
位 
岩
野 

心
海 

中
学
共
通
女
子 

４×

１
０
０
ｍ
Ｒ 

５
３
秒
４
７ 

 

優 

勝 

森
田 

葵
葉 

松
川 

玖
歩 
二
宮 

彩
加
里 

高
橋 

奈
々 

中
学
２
年
女
子 

４×

１
０
０
ｍ
Ｒ 

５
５
秒
９
１ 

優 

勝 

福
島 

未
来 

湯
川 

仁
愛 

亀
山 
陽
向 

角
嶋 

優
和 

※
学
校
外
で
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
文
化
活
動
等
に
お
け
る
生
徒
の
活
躍
に
つ
い
て
学
校
だ
よ
り 

で
紹
介
し
ま
す
の
で
、
受
賞
等
が
あ
っ
た
場
合
は
学
級
担
任
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

十
月
二
十
日
の
１
年
生
の
保
健
体
育
（
平
野
主
任
教
諭
・
教
育

実
習
生
）
の
授
業
で
は
、
生
徒
た
ち
は
５
つ
の
ね
ら
い
と
安
全
を

強
く
意
識
し
な
が
ら
マ
ッ
ト
運
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
演
技
の

構
成
を
仕
上
げ
る
た
め
に
、
グ
ル
ー
プ
の
仲
間
ど
う
し
意
見
を
言

い
合
い
『
対
話
』
し
な
が
ら
演
技
と
構
成
の
内
容
を
『
決
定
』
し

ま
し
た
。
機
械
運
動
で
『
表
現
』
す
る
こ
と
を
と
お
し
て
、
技
が

で
き
る
楽
し
さ
や
喜
び
を
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。 

□
■
十
一
月
の
生
活
目
標
■
□ 

 

時
間
を
意
識
し
て
行
動
し
よ
う 

き
れ
い
な
環
境
を
つ
く
ろ
う 

〇
●
十
一
月
の
主
な
予
定
●
〇 

 
六
日
（
木
）
生
徒
総
会 

 
 

十
日
（
月
）
全
校
朝
会 

 
十
二
日
（
水
）
～
十
四
日
（
金
）
第
３
回
定
期
テ
ス
ト 

 

十
三
日
（
木
）
新
入
生
保
護
者
説
明
会 

十
四
日
（
金
）
専
門
委
員
会
・
中
央
委
員
会 

 

十
七
日
（
月
）
～
十
九
日
（
水
）
職
場
体
験
（
二
年
） 

 

十
八
日
（
火
）
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
観
戦
（
一
年
） 

二
十
一
日
（
金
）
避
難
所
開
設
訓
練
（
一
年
） 

二
十
三
日
（
日
）
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｔ
ー
Ｊ
（
三
年
） 

二
十
八
日
（
金
）
校
外
学
習
（
一
年
） 

 

連載で、学校での事故の対応についてお知らせしています。学校
外での事故対応にも役立ちますので、ぜひ、内容をご確認ください。 

出典：スポーツ事故対応ハンドブック（独立行政法人日本スポーツ振興センター） 

 

 

十
一
月
は
「ふ
れ
あ
い
（い
じ
め
防
止
強
化
）月
間
」で
す
！ 

「
ふ
れ
あ
い
月
間
」
に
は
、
い
じ
め
等
の
問
題
行
動
の
早
期
発
見
・
対
応
や
未
然
防
止
に
つ
な

が
る
取
組
、
ア
ン
ケ
ー
ト
、
全
校
朝
会
や
学
年
、
学
級
で
の
い
じ
め
防
止
等
に
関
す
る
啓
発
、
Ｓ

Ｏ
Ｓ
の
出
し
方
に
関
す
る
教
育
指
導
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
本
校
の
「
学
校
い
じ
め
防
止
基
本

方
針
」
に
つ
い
て
は
、
本
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
こ

れ
か
ら
も
『
子
ど
も
ど
真
ん
中
』
の
対
応
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。 

 


